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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器システムであって、
（１）
（ｉ）少なくとも１ｍ３の容量を有し、
（ｉｉ）包装雰囲気に取り囲まれた呼吸をする生物材料を有する、
密閉容器、
（２）
（ｉ）少なくとも３の第１Ｒ比（二酸化炭素透過量／酸素透過量）と、
（ｉｉ）該包装雰囲気によって接触される第１の表面と、
（ｉｉｉ）外部雰囲気によって接触される第２の表面とを有する、
第１の雰囲気制御部材（ＡＣＭ）、
（３）
（ｉ）少なくとも３単位、第１Ｒ比よりも低い第２Ｒ比と、
（ｉｉ）該包装雰囲気によって接触される第１の表面と、
（ｉｉｉ）外部雰囲気によって接触される第２の表面とを有する、
第２の雰囲気制御部材（ＡＣＭ）、
（４）チャンバであって、
（ｉ）第１のＡＣＭと第２のＡＣＭのうちいずれかまたは双方を有し、
（ｉｉ）該チャンバへのガスのアクセスが制御される、
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チャンバ、及び
（５）該包装雰囲気または該外部雰囲気が該チャンバを通過して流れて第１のＡＣＭまた
は第２のＡＣＭまたは双方のＡＣＭと接触させる、少なくとも１つの装置、
を有するシステム。
【請求項２】
容器システムであって、
（１）
（ｉ）少なくとも４０ｍ３の容量を有し、
（ｉｉ）船舶またはトラックに積載することが可能であり、
（ｉｉｉ）包装雰囲気に取り囲まれた呼吸をする生物材料を含む、
出荷用または輸送用の密閉容器、
（２）
（ｉ）少なくとも３の第１Ｒ比（二酸化炭素透過量／酸素透過量）と、
（ｉｉ）該包装雰囲気によって接触される第１の表面と、
（ｉｉｉ）外部雰囲気によって接触される第２の表面とを有する、
第１の雰囲気制御部材（ＡＣＭ）、
（３）
（ｉ）少なくとも３単位、第１Ｒ比よりも低い第２Ｒ比と、
（ｉｉ）該包装雰囲気によって接触される第１の表面と、
（ｉｉｉ）外部雰囲気によって接触される第２の表面とを有する、
第２の雰囲気制御部材（ＡＣＭ）、
（４）チャンバであって、
（ｉ）該密閉容器内にあり、
（ｉｉ）第１の雰囲気制御部材（ＡＣＭ）を有し、
（ｉｉｉ）該チャンバへのガスのアクセスが制御可能である、
チャンバ、及び
（５）該外部雰囲気が該チャンバを通過して流れて第１のＡＣＭと接触させる少なくとも
１つの装置、
を有するシステム。
【請求項３】
容器システムであって、
（１）
（ｉ）少なくとも４０ｍ３の容量を有し、
（ｉｉ）船舶またはトラックに積載することが可能であり、
（ｉｉｉ）包装雰囲気に取り囲まれた呼吸をする生物材料を含む、
出荷用または輸送用の密閉容器、
（２）
（ｉ）少なくとも３の第１Ｒ比（二酸化炭素透過量／酸素透過量）と、
（ｉｉ）該包装雰囲気によって接触される第１の表面と、
（ｉｉｉ）外部雰囲気によって接触される第２の表面とを有する、
第１の雰囲気制御部材（ＡＣＭ）、
（３）
（ｉ）少なくとも３単位、第１Ｒ比よりも低い第２Ｒ比と、
（ｉｉ）該包装雰囲気によって接触される第１の表面と、
（ｉｉｉ）外部雰囲気によって接触される第２の表面とを有する、
第２の雰囲気制御部材（ＡＣＭ）、
（４）チャンバであって、
（ｉ）該密閉容器の外側にあり、
（ｉｉ）第１の雰囲気制御部材（ＡＣＭ）を有し、
（ｉｉｉ）該チャンバへのガスのアクセスが制御可能である、
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チャンバ、及び
（５）該包装雰囲気が該チャンバを通過して流れて第１のＡＣＭと接触させる少なくとも
１つの装置、
を有するシステム。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載の容器システムであって、第２のＡＣＭは制御
されたリークを提供する、容器システム。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか一項に記載の容器システムであって、
（１）前記包装雰囲気中の少なくとも１つのガスの濃度を測定する１または複数のセンサ
と、
（２）前記チャンバを通過して前記雰囲気を循環させるための圧力生成手段と、
（３）該１または複数のセンサからの入力に対応して、前記雰囲気が前記チャンバを通過
して流れる速度を変更するための計測機器と、
を有する、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２００５年７月２８日出願の米国仮特許出願第６０／７０３，５４５号の優
先権を主張するものである。本出願は、２００４年１月２８日出願の米国仮特許出願第６
０／５４０，１２１号、２００４年１月２８日出願の米国仮特許出願第６０／５３９，９
４９号、及び国際特許出願公開第ＷＯ　０５／０７４４６６号として刊行された国際出願
番号　ＰＣＴ／ＵＳ　０４／０４２０１８に関連する。これらの出願の各々の開示内容の
全てが、参照することにより本明細書に組み込まれる。
　本発明は、呼吸をする生物材料を包装する方法、及び雰囲気中のガスを制御することが
望ましい他の状態に関する。
【背景技術】
【０００２】
　呼吸をする生物材料、例えば果物及び野菜は酸素（Ｏ２）を或る量だけ吸い、そして二
酸化炭素（ＣＯ２）を或る量だけ排出し、これらの量は、生物材料の熟成度、生物材料を
取り巻く雰囲気、及び温度によって変わる。調整雰囲気包装（ＭＡＰ）では、所望の包装
雰囲気を、呼吸をする材料の周りに形成することが目的であり、包装雰囲気の形成は、当
該材料を、Ｏ２及びＣＯ２を透過させる特性により所望の包装雰囲気を形成する密閉容器
に収納することにより行なわれる。多くの場合、容器は少なくとも一つの雰囲気制御部材
（ここではＡＣＭと略記する）を収納し、この雰囲気制御部材という用語は本明細書にお
いて、酸素及び二酸化炭素が当該部材を通って密閉容器に進入し、そして密閉容器から出
て行く量を変更する全ての要素を指す。或る場合においては、ＡＣＭ（雰囲気制御部材）
の酸素透過量（ＯＴＲ）及び二酸化炭素透過量（ＣＯＴＲ）は、ＯＴＲに対するＣＯＴＲ
の比（ここでは、Ｒ比と表記する）が１よりも大きくなるように設定されている。或る場
合においては、容器には、密閉包装体の内部及び外部の圧力が確実に等しくなるようにピ
ンホールが設けられる。制御雰囲気包装（ＣＡＰ）では、所望の包装雰囲気を、密閉容器
内の空気の或る部分、または全てを、所望の割合の一つ以上のガス、例えば窒素、Ｏ２、
ＣＯ２及びエチレンで置き換えることにより形成することを目的とする。
【０００３】
　ＭＡＰ（調整雰囲気包装），ＡＣＭ（雰囲気制御部材），及びＣＡＰ（制御雰囲気包装
）についての更に詳細な情報に関しては、例えば以下の特許文献を参照されたい：米国特
許第３３６０３８０号（Ｂｅｄｒｏｓｉａｎによる）、第３４５０５４２号（Ｂａｄｒａ
ｎによる）、第３４５０５４４号（Ｂａｄｒａｎらによる）、第３７９８３３３号（Ｃｕ
ｍｍｉｎらによる），第３９２４０１０号（Ｅｒｂによる）、第４００３７２８号（Ｒａ
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ｔｈによる），第４７３４３２４号（Ｈｉｌｌによる）、第４７７９５２４号（Ｗａｄｅ
による）、第４８３０８６３号（Ｊｏｎｅｓによる）、第４８４２８７５号（Ａｎｄｅｒ
ｓｏｎによる）、第４８８６３７２号（Ｇｒｅｅｎｇｒａｓｓによる）、第４８７９０７
８号（Ａｎｔｏｏｎによる）、第４９１００３２号（Ａｎｔｏｏｎによる）、第４９２３
７０３号（Ａｎｔｏｏｎによる）、第４９８７７４５号（Ｈａｒｒｉｓによる）、第５０
４１２９０号（Ｗａｌｌａｃｅらによる）、第５０４５３３１号（Ａｎｔｏｏｎによる）
、第５０６３７５３号（Ｗｏｏｄｒｕｆｆによる）、第５１６０７６８号（Ａｎｔｏｏｎ
による）、第５２５４３５４号（Ｓｔｅｗａｒｔによる）、第５３３３３９４号（Ｈｅｒ
ｄｅｍａｎによる）、第５４３３３３５号（Ｒａｕｄａｌｕｓらによる）、第５４４３８
５１号（Ｃｈｒｉｓｔｉｅらによる）、第５４６０８４１号（Ｈｅｒｄｅｍａｎによる）
、第５５５６６５８号（Ｒａｕｄａｌｕｓらによる）、第５６５８６０７号（Ｈｅｒｄｅ
ｍａｎによる）、第５８０７６３０号（Ｃｈｒｉｓｔｉｅらによる）、第５８３２６９９
号（Ｚｏｂｅｌによる）、第５８７２７２１号（Ｈｕｓｔｏｎらによる）、第６０１３２
９３号（Ｄｅ　Ｍｏｏｒによる）、第６１９０７１０号、第６２１０７２４号（Ｃｌａｒ
ｋｅらによる）、第６２９６９２３号（Ｚｏｂｅｌによる）、第６３７６０３２号（Ｃｌ
ａｒｋｅらによる）及び第６５４８１３２号（Ｃｌａｒｋｅらによる）；本出願の出願人
が保有する同時係属中の米国特許出願番号第０９／５８０３７９号（Ｃｌａｒｋｅによる
）、第０９／９９９６００号（Ｃｌａｒｋｅによる）、第６０／４３５５６７号（Ｃｌａ
ｒｋｅらによる）及び第６０／５３２０２５号（Ｃｌａｒｋｅによる）；米国特許出願公
開番号第２００２／００９０４２５号、第２００２／０１２７３０５号（Ｃｌａｒｋｅに
よる）、及び第２００３／００５７２１７号（Ｗｙｓｌｏｔｓｋｙによる）；国際公開番
号ＷＯ　９４／１２０４０（Ｆｒｅｓｈ　Ｗｅｓｔｅｒｎによる）、ＷＯ　９６／３８４
９５（Ｌａｎｄｅｃによる）、ＷＯ　００／０４７８７（Ｌａｎｄｅｃによる）、ＷＯ　
０１／９２１１８（Ｌａｎｄｅｃによる）、ＷＯ　０３／０４３４４７（Ｌａｎｄｅｃに
よる）及びＷＯ　０５／０７４４６６（Ｌａｎｄｅｃによる）；欧州特許出願公開第０３
５１１１５号及び第０３５１１１６号（Ｃｏｕｒｔａｕｌｄｓによる）。これらの特許、
出願、及び刊行物の各々の開示内容は、本明細書において参照することにより本明細書に
組み込まれる。
【発明の開示】
【０００４】
　本発明によれば、貴重な結果が、複数のＡＣＭ（雰囲気制御部材）の組み合わせを利用
して、制御効果が得られる密閉容器、特に呼吸する生物材料を保管する密閉容器の内部の
雰囲気を制御することにより得られることが見出されている。従って、本発明では、本発
明の種々の態様において、第１Ｒ比（二酸化炭素透過量／酸素透過量）を有する第１ＡＣ
Ｍ（雰囲気制御部材）、及び第２Ｒ比を有する第２ＡＣＭを利用し、第１Ｒ比は１．０よ
りもずっと大きく、例えば少なくとも１．５または少なくとも２．０、或いは少なくとも
３．０であり、例えば１．５～５．０、または２．０～４．０、或いは２．３～３．０で
あり、第２Ｒ比は第１Ｒ比よりもずっと小さく、例えば１．０～２．３、または１．３～
２．０であり、或る場合においては約１．０である。第２ＡＣＭのＲ比はＡＣＭのＲ比よ
りも、少なくとも２だけ小さくする、例えば少なくとも３だけ小さくする、または少なく
とも４だけ小さくすることができる。
【０００５】
　本発明は本明細書においては主として、単一の第１ＡＣＭ、及び単一の第２ＡＣＭの使
用を参照しながら説明されるが、本発明は一つよりも多い第１ＡＣＭ、及び／又は一つよ
りも多い第２ＡＣＭを設ける可能性を含む。
【０００６】
　本発明の或る実施形態では、第１及び第２ＡＣＭは密閉容器の外壁の一部分を構成する
ので、包装雰囲気が継続的に第１及び第２ＡＣＭに同時に触れるようになる。他の或る実
施形態では、第１及び第２ＡＣＭの一方、または両方が、密閉容器の内部のアセンブリの
一部分、または密閉容器に隣接するアセンブリの一部分を構成する。このようなアセンブ
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リは、例えば容器を密閉する前に、そして／または容器を密閉した後に、そして／または
容器の密閉を解除し、そして適宜容器の内容物を取り出した後に、容器に永久的に取り付
ける、または密閉容器とは別に設けることが可能である。例えば、或る所望の時間に、例
えば出荷用容器を船舶の所定の位置に、または運搬車両の所定の位置に載置するときに、
または出荷用容器を船舶または車両から降ろした後に、かつ当該コンテナを別の船舶また
は別の車両に積載する前に、或いは出荷用容器を開ける直前に、出荷用容器をアセンブリ
に接続することができ、このアセンブリは、第１及び第２ＡＣＭと包装雰囲気とを収容し
、出荷用容器の内部の包装雰囲気は、密閉容器から、第１及び第２ＡＣＭを収容するチャ
ンバを通って、または一方のチャンバが第１ＡＣＭを収容し、そして他方のチャンバが第
２ＡＣＭを収容する（いずれの順番でも良い）構成の２つのチャンバを順に通って循環し
て容器に戻る。
【０００７】
　これらのＡＣＭの外部側面（すなわち、包装雰囲気には触れない側面）に触れる周囲雰
囲気は空気、またはＡＣＭを通って包装雰囲気と相互作用して所望の結果をもたらす他の
いずれかの雰囲気とすることができる。例えば、エチレンまたは他の熟成促進剤は包装雰
囲気にこのようにして導入することができる。第１ＡＣＭの外部側面に触れる雰囲気は、
第２ＡＣＭの外部側面に触れる雰囲気と同じ、または第２ＡＣＭの外部側面に触れる雰囲
気とは異なっていてもよい。包装雰囲気に対する影響は、包装雰囲気がこれらのＡＣＭに
触れるときの包装雰囲気の流速及び／又は圧力を変更することにより、そして／または周
囲雰囲気の流速及び／又は圧力を変更することにより変えることができる。
【０００８】
　或る実施形態では、本発明によってもたらされる利点は、第１及び第２ＡＣＭが一緒に
なって、単一のＡＣＭだけでは達成することができない、または容易には達成することが
できない所望のＲ比を、容器において実現するように作用することである。他の実施形態
では、第２ＡＣＭを設けることによって実際に、容器内の圧力を周囲雰囲気の圧力に等し
くし易くするように作用するリークを制御することができ、特に第２ＡＣＭが約１．０の
Ｒ比を持つ場合にこのようなリークを制御することができる。
【０００９】
　第１の好適な態様では、本発明は、密閉容器の内部の雰囲気を制御する方法を提供し、
前記方法は、
（Ａ）（ｉ）呼吸をする生物材料、及び（ｉｉ）生物材料を取り囲む包装雰囲気を収容す
る密閉容器を設けるステップと、
（Ｂ）包装雰囲気が触れる第１内側面と、第１外部雰囲気に曝露される第１外側面とを含
む第１ＡＣＭ（雰囲気制御部材）に、包装雰囲気を触れさせるステップ、
（Ｃ）包装雰囲気が触れる第２内側面と、そして第２外部雰囲気に曝露される第２外側面
とを含む第２ＡＣＭに、包装雰囲気を触れさせるステップとを含み、
第１ＡＣＭは第１Ｒ比を有し、そして第２ＡＣＭは第２Ｒ比を有し、第１Ｒ比は１．０よ
りもずっと大きく、そして第２Ｒ比は第１Ｒ比よりもずっと小さい。
【００１０】
　第２の好適な態様では、本発明はガス処理アセンブリを提供し、前記アセンブリは、
（１）梱包容積を規定し、かつ内側表面及び外側表面を有するチャンバと、
（２）チャンバの内側表面の一部分である第１内側面と、そしてチャンバの外側表面の一
部分である第１外側面とを有する、第１ＡＣＭ（雰囲気制御部材）と、
（３）チャンバの内側表面の一部分である第２内側面と、そしてチャンバの外側表面の一
部分である第２外側面とを有する、第２ＡＣＭと、
（４）流入口と、
（５）流出口とを備え、
第１ＡＣＭは第１Ｒ比を有し、第２ＡＣＭは第２Ｒ比を有し、第１Ｒ比は１．０よりもず
っと大きく、第２Ｒ比は第１Ｒ比よりもずっと小さく、
流入口及び流出口は、ガスを流入口から流出口に向かって流す場合に、ガスが第１ＡＣＭ



(6) JP 4937259 B2 2012.5.23

10

20

30

40

50

の内側表面、及び第２ＡＣＭの内側表面に触れるように配置される。
【００１１】
　チャンバは、適宜配管または他の連結部材によって分離される２つの部分に分割するこ
とができ、一方の部分が第１ＡＣＭを収容し、そして他方の部分が第２ＡＣＭを収容して
、流入口から流出口に流れるガスが第１及び第２ＡＣＭに順に（いずれの順番でも良い）
触れるようにする。
【００１２】
　第３の好適な態様では、本発明は、呼吸をする生物材料の周囲を密閉することができる
、または密閉している容器であって、本発明の第２の好適な態様によるアセンブリを備え
る、またはアセンブリに接続されている、或いは接続することができる容器を提供する。
【００１３】
　第４の好適な態様では、本発明は、呼吸をする生物材料の周囲を密閉することができる
、または呼吸をする生物材料の周囲を密閉している容器を提供し、前記容器は、第１Ｒ比
を有する第１ＡＣＭ（雰囲気制御部材）と、そして第２Ｒ比を有する第２ＡＣＭとを備え
、第１Ｒ比は１．０よりもずっと大きく、そして第２Ｒ比は第１Ｒ比よりもずっと小さい
。
【００１４】
　第５の好適な態様では、本発明は、呼吸をする生物材料を（熟成させながら）保管する
方法を提供し、前記方法では、生物材料の周りの包装雰囲気が継続的に、または断続的に
、第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭによって制御され、第１ＡＣＭは第１Ｒ比を有し、そして第
２ＡＣＭは第２Ｒ比を有し、第１Ｒ比は１．０よりもずっと大きく、そして第２Ｒ比は第
１Ｒ比よりもずっと小さい。本発明の第５の好適な態様の一の実施形態では、包装雰囲気
は、本発明の第２の好適な態様によるガス処理アセンブリを通過し、包装雰囲気は第１Ａ
ＣＭ及び第２ＡＣＭの内側面に触れる。本発明の第５の好適な態様の別の実施形態では、
包装雰囲気は、第１及び第２ＡＣＭの外側表面に触れ、そして空気または別の好ましい雰
囲気が、ガス処理アセンブリを、第１及び第２ＡＣＭの内側表面に触れながら通過する。
【００１５】
　第６の好適な態様では、本発明は、呼吸をする生物材料を収容する包装体の内部の雰囲
気を制御する装置を提供し、前記装置は第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭを含み、第１ＡＣＭは
第１Ｒ比を有し、そして第２ＡＣＭは第２Ｒ比を有し、第１Ｒ比は１．０よりもずっと大
きく、そして第２Ｒ比は第１Ｒ比よりもずっと小さい。
【実施例】
【００１６】
　本発明は添付の図において例示され、これらの図は概略的に描かれていて、寸法通りに
は描かれていない。
　上述した本発明の要約では、そして以下に示す本発明についての詳細な記述では、本発
明の特定の機能（方法ステップを含む）を参照する。ここで、本明細書における本発明の
開示内容は、このような特定の機能の全ての適切な組み合わせを含むことを理解されたい
。例えば、特定の機能が本発明の特定の態様または実施形態、または特定の請求項に関連
して開示される場合、当該機能は適切な程度に、本発明の他の特定の態様及び実施形態と
組み合わせて、そして／または本発明の他の特定の態様及び実施形態に関連させて、かつ
本発明において広く使用することもできる。
【００１７】
　「ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ」という用語、及び当該用語の文法的に同等な語句は本明細書に
おいては、他の要素（すなわち、コンポーネント、成分、ステップなど）が適宜含まれる
ことを意味するために使用される。例えば、コンポーネントＡＢ及びＣを「ｃｏｍｐｒｉ
ｓｉｎｇ」する構造（「ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ」は、「ｓｔｒｕｃ
ｔｕｒｅ　ｗｈｉｃｈ　ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ」とも記載される）は、コンポーネントＡＢ
及びＣのみを、またはコンポーネントＡ、Ｂ及びＣだけでなく、一つ以上の他のコンポー
ネントも含むことができる。
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【００１８】
　或るアイテムの前に来る「ａ」「ａｎ」及び「ｔｈｅ」という用語は本明細書において
は、前後の文によってこのような意味に解釈することができない状況にならない限り、こ
のようなアイテムが１つだけ、またはこのようなアイテムが２つ以上存在し得ることを意
味するために使用される。例えば、「ａｎ　ＡＣＭ（或る雰囲気制御部材）」を含む容器
を参照する場合、この状況は、当該容器が１つのＡＣＭまたは複数のＡＣＭを含む可能性
を含み、同様に、ＡＣＭを含む壁を有するモジュール（ａ　ｍｏｄｕｌｅ　ｈａｖｉｎｇ
　ａ　ｗａｌｌ　ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ　ａｎ　ＡＣＭ）を参照する場合、この状況は、
このような壁が２つ以上存在し、かつこのような壁の各々が一つ以上のＡＣＭを含む可能
性を含む。「ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ」という用語、及び
当該用語の文法的に同等な語句は本明細書においては、開示される本発明を大幅に変えて
しまうことがない他の要素を含むことができることを意味するために使用される。本明細
書において２つ以上の定義ステップを含む方法を参照する場合、これらの定義ステップは
いずれの順番でも、または同時に行なうことができ（前後の文によって当該可能性が排除
される場合を除く）、かつ当該方法は、定義ステップのいずれのステップよりも前に、定
義ステップの内の２つのステップの間に、またはこれらの定義ステップ全ての後に（前後
の文によって当該可能性が排除される場合を除く）、行なわれる一つ以上の他のステップ
を含むことができる。数字が後に続くことになる「ａｔ　ｌｅａｓｔ」という用語は本明
細書においては、当該数字から始まる或る範囲（当該範囲は上限を持つ、または上限を持
たない或る範囲とすることができ、上限を持つか、持たないかは、定義対象の変数によっ
て変わる）の始点を指すために使用される。例えば、「ａｔ　ｌｅａｓｔ　１」という表
現は、「１」または「１よりも大きい数」を意味し、そして「ａｔ　ｌｅａｓｔ　８０％
」という表現は、「８０％」または「８０％よりも大きい数値」を意味する。数字が後に
続くことになる「ａｔ　ｍｏｓｔ」という用語は本明細書においては、当該数字で終わる
或る範囲（当該範囲は１または０を当該範囲の下限として持つ範囲、または下限を持たな
い或る範囲とすることができ、下限を持つか、持たないかは、定義対象の変数によって変
わる）の終点を指すために使用される。例えば、「ａｔ　ｍｏｓｔ　４」という表現は、
「４」または「４よりも小さい数」を意味し、そして「ａｔ　ｍｏｓｔ　４０％」という
表現は、「４０％」または「４０％よりも小さい数値」を意味する。本明細書において、
或る範囲が「（第１の数）　ｔｏ　（第２の数）」または「（第１の数）－（第２の数）
」として与えられる場合、この状況は、第１の数である下限を持ち、かつ第２の数である
上限を持つ範囲を意味する。例えば、「ｆｒｏｍ　２　ｔｏ　１６　ｍ３」または「２－
１６　ｍ３」という表現は、２ｍ３である下限を持ち、かつ１６ｍ３である上限を持つ範
囲を意味する。本明細書において与えられるこれらの数は、これらの数の前後の文及び表
現に適する幅を持った値と捉えられるべきである。「ｐｌｕｒａｌｉｔｙ」という用語は
本明細書においては、２つ以上を指すために使用される。
【００１９】
　本発明を以下に説明し、そして特許請求するために、測定に関する次の略記、定義、及
び方法（既に提示した方法の他に）を使用する。
【００２０】
　ＯＴＲ（酸素透過量）の値、及びＣＯＴＲ（二酸化炭素透過量）の値は、等価値をカッ
コ内にｃｃ／１００　ｉｎｃｈ２．ａｔｍ．２４　ｈｒｓとして表記する形でｍｌ／ｍ２

．ａｔｍ．２４ｈｒで表示し、そして透過セル（Ｍｉｌｌｉｐｏｒｅ社により提供される
）を使用して測定することができ、この場合、Ｏ２ＣＯ２及びヘリウムの混合ガスが０．
０３５ｋｇ／ｃｍ２（０．５　ｐｓｉ）の圧力を使用して、サンプルに供給され、そして
サンプルを通過するガスがＯ２及びＣＯ２に関してガスクロマトグラフによって分析され
る。セルは恒温槽に浸漬して温度を制御することができる。Ｐ１０という略記を使用して
、Ｔ２を（Ｔ１－１０）℃とする場合に、第２温度Ｔ２での透過量に対する第１温度Ｔ１

でのＯ２またはＣＯ２に関して指定される透過量の比を指す。特に断らない限り、Ｔ１を
１０℃、そしてＴ２を０℃とする。略記ＲまたはＲ比を使用してＯＴＲ（酸素透過量）に
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対するＣＯＴＲ（二酸化炭素透過量）の比を指し、両方の透過量は特に断らない限り、２
０℃で測定される。細孔サイズは水銀ポロシメータによって測定される。「「ｐａｒｔｓ
」及び「ｐｅｒｃｅｎｔａｇｅｓ」は、ガスを容積でパーセント表示する場合を除いて重
量部及び重量パーセントを意味する。温度は摂氏温度で表示される。結晶ポリマーの場合
、略記ＴＯを使用して溶融の開始温度を指し、略記ＴＰを使用して結晶融点を指し、そし
て略記ΔＨを使用して溶融熱を指す。ＴＯＴＰ及びΔＨは、示差走査熱量計（ＤＳＣ）を
使用して１０℃／分の速度で、かつ第２加熱サイクルで測定される。ＴＯ及びＴＰは、こ
の技術分野の当業者に公知の従来の方法で測定される。従って、ＴＰはＤＳＣ（示差走査
熱量計）曲線のピークの温度であり、そしてＴＯはＤＳＣ曲線ピークの基線と開始線との
交点の温度であり、この場合の開始線は、ＴＰ未満の温度におけるＤＳＣ曲線の最も急峻
な部分の接線として定義される。
【００２１】
　本明細書では、密閉包装体及び密閉容器を参照し、更に密閉容器に生物材料を収容する
形態を参照するが、密閉状態を気密封止状態とする必要はないが、気密封止状態とするこ
とができることを理解されたい。容器を密閉する従来の方法は便宜的に、本発明において
使用可能である。
【００２２】
　第１ＡＣＭ（雰囲気制御部材）及び／又は第２ＡＣＭは、例えば容器の窓を覆うように
載置、または容器の一体化部分とすることができる。容器は、同一または異なる２つ以上
の第１ＡＣＭと、そして同一又は異なる２つ以上の第２ＡＣＭとを含むこともできる。こ
れらのＡＣＭは、２２℃において、包装雰囲気に流れ込む酸素の少なくとも５０％、普通
は少なくとも７５％がこれらのＡＣＭを通過するように構成されることが好ましく、そし
てこれらのＡＣＭは、酸素及び二酸化炭素が内部雰囲気に流れ込む、または内部雰囲気か
ら流れ出ることができる、酸素及び二酸化炭素のほぼ唯一の通路となる。好適には、これ
らのＡＣＭは、２４時間が経過した後に、包装雰囲気が１８％未満の酸素、例えば２～１
５％の酸素を含むように構成される。
【００２３】
　ＡＣＭ（雰囲気制御部材）は、例えば（ｉ）米国特許第５０４５３３１号（Ａｎｔｏｏ
ｎ）に例えば記載されているような、適宜ポリマーによって被覆される不織布材料、また
は（ｉｉ）例えば米国特許第４８７９０７８号、第４８４２８７５号、第５１６０７６８
号、及び第６３７６０３２号に記載されているような、適宜ポリマーによって被覆される
微細多孔質膜を含むことができる。
【００２４】
　ＡＣＭのサイズ及び透過特性は、呼吸をする生物材料、及び所望の包装雰囲気のタイプ
及び量を基準に選択される。包装雰囲気及び／又は外部雰囲気から、これらのＡＣＭの内
の一つ以上のＡＣＭに達する手段を制御することにより、包装雰囲気を所望の組成で経時
的に維持することができる。
【００２５】
　第１ＡＣＭ（雰囲気制御部材）は、例えば参照することにより内容が本明細書に組み込
まれることになる文献に開示されるＡＣＭと同じ単位面積当たりの特性とすることができ
る。或る場合では、ＡＣＭは、適切なポリマー、例えば瞬間的に溶融する結晶ポリマーま
たはポリシロキサンから成るコーティング材で被覆される微細多孔質膜を含む。ＡＣＭ（
雰囲気制御部材）の酸素透過量（ＯＴＲ）は、少なくとも７７５，０００（５０，０００
）、特に少なくとも１，５５０，０００（１００，０００）、例えば少なくとも２，３２
５，０００（１５０，０００）であることが好ましい。或る用途では、酸素透過量（ＯＴ
Ｒ）が大きい、例えば少なくとも７，７５０，０００（５００，０００）、例えば少なく
とも１３，５９０，０００（９００，０００）であることが好ましい。或る場合では、少
なくとも１．５、特に少なくとも２．５、例えば少なくとも３のＲ比（二酸化炭素透過量
／酸素透過量）を有する第１ＡＣＭ（雰囲気制御部材）を使用することが好ましい。或る
場合では、第１ＡＣＭ（雰囲気制御部材）は、－５～１５℃の間の少なくとも一つの１０
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℃の範囲で、少なくとも１．３、例えば少なくとも２．６の酸素Ｐ１０比（すなわち、（
第１温度での酸素透過量）／（（第１温度－１０℃）での酸素透過量））を有することが
好ましい。
【００２６】
　本発明は、過去に使用されたＡＣＭ（雰囲気制御部材）よりもずっと大きいＡＣＭを利
用することができる。例えば、ＡＣＭ及び第２ＡＣＭの内の少なくとも一つのＡＣＭが適
宜、０．０６ｍ２（１００ｉｎ２）超の例えば０．６５ｍ２（１０００ｉｎ２）超の面積
を有する。或る実施形態では、ＡＣＭは、０．０６～１３ｍ２（１００～２０，０００ｉ
ｎ２）の例えば０．６５～６．５ｍ２（１０００～１０，０００ｉｎ２）の面積を有する
。
【００２７】
　第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭの内の一方、または両方をチャンバの一部分とすることがで
き、この部分へのガスの供給を制御することができる。制御は、ＡＣＭ（雰囲気制御部材
）の性能に影響する複数の変数の内の一つ以上のいずれかの変数に対して行なうことがで
き、これらの変数として、ガスの量、ガスのタイプ、及びＡＣＭの両面の内の一方の、ま
たは両方の面の上を流れるガスの流量を挙げることができる。チャンバ内の合計ガス圧、
及びチャンバを流れるガスの流量は、例えばチャンバへの供給、及び／又はチャンバから
の放出を制御する一つ以上の機器を使用することにより制御することができる。このよう
な機器として、例えばコンプレッサー、ポンプ、バルブ、及び他の計測機器を挙げること
ができる。複数の雰囲気の内の一つの雰囲気の成分、及び各成分の割合は、例えば異なる
ガスをチャンバに、制御した流量で送り込むことにより制御することができる。ガスの供
給は、容器内の一つ以上のセンサから受信するデータを参照することにより、そして／ま
たはチャンバへのガス供給量及び／又はチャンバからのガス放出量によって制御すること
ができる。例えば、ポンプ及び／又はバルブを継続的にインタラクティブに制御して、ガ
ス供給量を、容器内の雰囲気のガス濃度、例えば酸素濃度及び／又はＣＯ２濃度を検出す
る一つ以上のセンサを含むフィードバックループを経由して制御する。例えば、米国特許
第５４６０８４１号（Ｈｅｒｄｅｍａｎによる）、及び第５８７２７２１号（Ｈｕｓｔｏ
ｎらによる）に開示され、かつ本発明の要件に適合させた制御システムを使用することが
できる。
【００２８】
　各チャンバがＡＣＭ（雰囲気制御部材）を収容する構成の２つ以上のチャンバを設ける
ことができる。異なるチャンバ内のＡＣＭは同じとし、または異ならせることができ、そ
して異なるチャンバへのガス供給は同じ方法または異なる方法により制御することができ
る。一の実施形態では、２つ以上のチャンバを設けることができ、この場合、これらのチ
ャンバの内の一つ以上のチャンバは、相対的に小さいＲ比（二酸化炭素透過量／酸素透過
量）、例えば１～２．３または１．３～２．０のＲ比を有する第２ＡＣＭ（雰囲気制御部
材）を収容し、更には一つ以上の他のチャンバを設けることができ、この場合、各チャン
バは、相対的に大きいＲ比（二酸化炭素透過量／酸素透過量）、例えば１．５～５または
２．０～４．０或いは２．３～３．０のＲ比を有する第１ＡＣＭ（雰囲気制御部材）を収
容する。この実施形態では、平均のＲ比は適宜、異なるチャンバを通る流量を変更するこ
とにより変更することができる。別の実施形態では、一定のＲ比が必要であり、かつ当該
Ｒ比を有するＡＣＭ（雰囲気制御部材）を利用することができない場合、異なるＲ比（及
び、必要に応じて、異なるサイズ）を有する２つのＡＣＭを同じチャンバの一部分とする
ことができる。
【００２９】
　好適には、第２ＡＣＭは、例えば参照することにより内容が本明細書に組み込まれるこ
とになる文献に記載されるような微細多孔質膜であり、微細多孔質膜は相対的に小さいＲ
比を有するポリマーで被覆されていないか、または被覆されている。好適には、微細多孔
質膜の孔は、絶対に有害な有機物が包装体に侵入することができないほど十分に小さい、
例えば１μ未満、好適には０．８μ未満、更に好適には０．５μ未満の最大寸法を有する
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。
【００３０】
　包装体を気密封止する場合、第２ＡＣＭは、ほぼ１．０のＲ比を有することが好ましい
、または包装体に更に少なくとも一つのピンホールを設けて、確実に圧力を均等にする。
詳細には、包装体の密閉が完全ではない場合（例えば、容器がポリマー製の袋であり、袋
のネック部をビニタイで結束する場合）、第２ＡＣＭは１よりも大きいＲ比を有すること
ができる。この理由は、不完全な密閉をしてリークを発生させることにより、圧力をある
程度均等にすることができるからである。第２ＡＣＭ（雰囲気制御部材）のＯＴＲ（酸素
透過量）は、好適には少なくとも１，０００，０００、更に好適には少なくとも３，００
０，０００、詳細には少なくとも５，０００，０００、更に詳細には少なくとも８，００
０，０００（ｃｃ／１００ｉｎ．２．ａｔｍ．２４ｈｒ）である。
【００３１】
　第２ＡＣＭ（雰囲気制御部材）のサイズは適宜、第２ＡＣＭの酸素透過量が第１ＡＣＭ
の酸素透過量の０．２～４倍、例えば０．５～３倍または１～２倍となるように設定する
ことができる。ＡＣＭ及び／又は第２ＡＣＭの有効サイズは、例えば引き込み式のカバー
を使用することにより、制御された方法で変更することができる。
【００３２】
　第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭは、常に第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭの両方で制御される透過
性を持つ包装体の一部分とすることができる。包装体は、例えば空気などの、一定又は様
々な組成の雰囲気中に保持することができ、組成は好適には制御された方法で変更され、
かつ当該雰囲気は静止するか、或いは包装体の上を一定のまたは可変の、好適には制御さ
れた流量で流れる。別の構成として、第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭの一方、または両方がチ
ャンバまたはチャンバ群の一部分とすることができ、当該部分への空気または他のガスの
供給は、例えばバルブ、ポンプ、またはファンを、例えばコントローラでタイムスケジュ
ールに従って操作することにより、または一つ以上のセンサに応答して制御され、これら
のセンサは一つ以上のパラメータを検出し、これらのパラメータとして、包装体の外部の
温度、包装体の内部の温度、及び包装体内部及び／又は外部の一つ以上のガス、例えば酸
素、二酸化炭素、またはエチレンの分圧を挙げることができる。或る場合においては、第
１ＡＣＭは第１チャンバの一部分であり、そして第２ＡＣＭは第２チャンバの一部分であ
り、２つのチャンバへのガスの供給は、個々に制御されることが好ましい。
【００３３】
　本発明の一の実施形態では、第１及び第２ＡＣＭは、出荷用容器などの内部の雰囲気、
冷凍室または熟成室の内部の雰囲気を制御するシステムの一部分である。
【００３４】
　本発明はモジュールを含み、このモジュールは少なくとも一つのＡＣＭ（雰囲気制御部
材）、及び少なくとも一つの第２ＡＣＭを含み、好ましくは再利用することができる（適
宜、ＡＣＭ及び第２ＡＣＭの一方、または両方を取り替えた後に）モジュールであり、例
えば出荷用容器の内部または外部に収容することができるモジュールである。
【００３５】
容器
　本発明はいずれのタイプの容器にも使用することができる。容器の複数の壁は硬質壁ま
たは柔軟壁とすることができる、或いはこれらの壁の幾つかの壁を硬質壁とし、そして他
の壁を柔軟壁とすることができる。壁はいずれかの材料、例えば金属、木材、またはポリ
マー材料により構成することができる。これらの壁の幾つかの壁、または全ての壁は、１
つ以上のＯ２、ＣＯ２、水蒸気、及び呼吸をする生物材料を保管するために重要な他のい
ずれかのガスをほとんど通さないようにすることができ、またはこれらの壁の幾つかの壁
、または全ての壁は、このようなガスの透過性が低くなるように構成することができる。
【００３６】
　或る実施形態では、容器は比較的大きく、例えば少なくとも１ｍ３、例えば２～１００
ｍ３の容量を有する。このような容器の例が従来の出荷用容器、及び輸送用容器であり、
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これらの容器は普通、金属により構成され、少なくとも４０ｍ３、通常約４３ｍ３または
８６ｍ３の容量を有し、そして船舶またはトラックに積載することができる。果物及び野
菜を保管し、そして輸送するこのような容器はこの技術分野の当業者に公知であり、かつ
或る範囲の標準サイズのものを利用することができる。このような容器は、従来の冷蔵手
順及び／又は制御雰囲気包装（ＣＡＰ）手順に必要な配管及びガス供給源に接続して搭載
することができ、そして本発明における使用に容易に適合させることができる。容器は、
建物内の保管室、例えば熟成室、すなわち呼吸をする生物材料がエチレンまたは別のガス
状の熟成促進剤に曝露される保管室とすることもできる。
【００３７】
保管中の温度
　呼吸をする生物材料を保管している間の温度は多くの場合、生物材料の呼吸、及び／又
は少なくとも幾つかのガスに対するＡＣＭ（雰囲気制御部材）の透過性に影響を与える。
温度はほぼ一定の温度、例えば冷蔵状態での保管に使用される温度、例えば２～６℃とす
ることができ、または第１保管期間中に第１温度とし、そして当該保管期間の前または後
の一つ以上の他の保管期間中に異なる温度、例えば１８～２２℃とすることができる。
【００３８】
　本発明の一の実施形態では、包装体内部の雰囲気（第１雰囲気）、及び包装体外部の雰
囲気（第２雰囲気）の内の少なくとも一つの雰囲気が、第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭの内の
少なくとも一つのＡＣＭの上を流れる。本実施形態及び他の実施形態は適宜、次の特徴の
少なくとも一つを有する。
（ｉ）第１雰囲気及び第２雰囲気の内の一方の雰囲気がｐ％容積のＣＯ２を含み、ｐは少
なくとも３、例えば３～１５であり、そして他方の雰囲気はｐ％未満の、例えば０～５％
、好適にはほぼ０％容積のＣＯ２を含む。
（ｉｉ）第１雰囲気及び第２雰囲気の内の一方の雰囲気がｑ％容積のＯ２を含み、ｑは少
なくとも１５、例えば１５～２５、好適にはほぼ２１であり、そして他方の雰囲気はｑ％
未満、例えば２～１５％または３～１０％容積のＯ２を含む。
（ｉｉｉ）これらの雰囲気の内の一方の雰囲気が、呼吸をする生物材料を収容する密閉容
器の内部の雰囲気、例えば（ａ）呼吸をする生物材料に直接触れる包装雰囲気、または（
ｂ）各容器が第２ＡＣＭ（雰囲気制御部材）を備え、かつ呼吸をする生物材料を収容する
構成の複数の密閉容器の外周面に触れる中間雰囲気であり、他方の雰囲気が空気または酸
素リッチな空気である。
（ｉｖ）これらの雰囲気の内の少なくとも一つの雰囲気が、第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭの
内の少なくとも一つのＡＣＭの表面の上を流れる流量が不連続に、または連続的に（例え
ば、これらの雰囲気の一方または両方がＡＣＭの上を流れる前に、そして／または流れた
後に、これらの雰囲気の内の少なくとも一つの雰囲気に含まれる少なくとも一つのガスの
濃度を測定する一つ以上のセンサに応答して）変更され、流量は次の項目、
　（ａ）第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭを備える閉止チャンバを通る雰囲気の容積、及び
　（ｂ）雰囲気が第１ＡＣＭまたは第２ＡＣＭの上を流れる平均速度
の内の一つ以上であることが好ましい。
（ｖ）第１ＡＣＭまたは第２ＡＣＭは閉止チャンバの一部分であり、そしてこれらの雰囲
気の一方の雰囲気がチャンバを通って流れるようにし、更に好適には、本方法は次の特徴
の内の一つ以上の特徴を有する。
　（ａ）雰囲気がチャンバを通って、５～５００、例えば１０～３００または２０～２０
０ｃｆｍ（０．１４～１４、例えば０．２８～８．４または０．５６～５．６ｍ３／分）
の流量で流れる。
　（ｂ）雰囲気がチャンバを通って、少なくとも一つの流入口から少なくとも一つの流出
口に流れ、流入口及び流出口は、流入口及び流出口を結ぶ直線が第１ＡＣＭまたは第２Ａ
ＣＭと交差するように配置され、雰囲気は、第１ＡＣＭまたは第２ＡＣＭを通って流れる
雰囲気の平均速度（１分の間にチャンバを通って流れる雰囲気の容積を、前記直線に直交
する角度でのチャンバの断面積で割った値として定義される）が５０～５０００、例えば
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２００～２５００ｉｎｃｈ／分（１．２５～１２５、例えば５～６５ｍ／分）となるよう
な流量で流れることが好ましい。
　（ｃ）雰囲気が、チャンバを通って流れる雰囲気の容積に、０．００２５～０．２５、
例えば０．００５～０．１または０．００５～０．０４ｆｔ３／ｉｎｃｈ２（０．０６～
６．４、例えば０．１２～２．５または０．１２～１．０ｍｍ３／ｍｍ２）の割合の第１
ＡＣＭ及び／又は第２ＡＣＭが前記雰囲気に曝露されるような流量でチャンバを通って流
れる。
　（ｄ）チャンバは直方体であり、この直方体は２つの大きい面、及び４つの小さい面を
含み、そしてこれらの大きい面の内の少なくとも一つの面が第１ＡＣＭまたは第２ＡＣＭ
を含み、第１の小さい面が流入雰囲気用の少なくとも一つの流入口を含み、そして第１の
小さい面に対向する第２の小さい面が流出雰囲気用の少なくとも一つの流出口を含む。
　（ｅ）チャンバは、（ｉ）第１ＡＣＭまたは第２ＡＣＭを含むほぼ円筒状の表面と、そ
して（ｉｉ）２つの反対側の端部面とを含み、これらの端部面の内の一方が流入雰囲気用
の少なくとも一つの流入口を含み、そしてこれらの端部面の内の他方が流出雰囲気用の少
なくとも一つの流出口を含む。
　本発明の或る実施形態では、第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭの一方または両方のＡＣＭが内
部ＡＣＭであり、「内部ＡＣＭ」というこの用語は、ガスがＡＣＭを通過するときに、
（ａ）包装雰囲気に直接触れる第１表面と、そして
（ｂ）内部雰囲気に直接触れることがなく、かつ容器の外側表面の一部分ではない第２表
面とを有するＡＣＭ（雰囲気制御部材）を指すために使用される。
【００３９】
　本発明の或る実施形態では、呼吸をする生物材料が容器の内部に、更に別の包装を施す
ことなく、または生物材料の周りの雰囲気に影響しない包装体に、例えば段ボール箱、或
いは開いた、または大きな孔を有するポリマー袋またはコンテナに収容される。これらの
実施形態では、容器の内部の雰囲気は、呼吸をする生物材料に直接触れる包装雰囲気と同
じである。しかしながら、呼吸をする生物材料は、当該生物材料が第１内部ＡＣＭ及び／
又は第２内部ＡＣＭを有する外側容器に収容される前に、従来の選択性ＡＣＭ（雰囲気制
御部材）及び／又は第２ＡＣＭを含む一つ以上の容器に包装することができる。従って、
生物材料の周りの包装雰囲気は外側容器の透過性、及び従来の内側容器（群）の透過性の
両方を反映した雰囲気となる。
【００４０】
　第１ＡＣＭ及び第２ＡＣＭの各ＡＣＭ（雰囲気制御部材）は、例えば次の特徴の内の一
つ以上を有することができる。
　（ａ）ＡＣＭは不変の有効サイズを有する。
　（ｂ）ＡＣＭは、ＡＣＭの有効サイズを変える、好適には可逆的に変える手段、例えば
引き込み式カバーに接続される。
　（ｃ）ＡＣＭは、包装雰囲気及び／又は外部雰囲気をＡＣＭに供給する流量を変える、
好適には可逆的に変える手段（ガスの供給を全て阻止する手段を含む）に接続される。
　（ｄ）ＡＣＭは、ＡＣＭの第２表面に供給されるガスの化学組成を変える、好適には可
逆的に変える手段に接続される。
　（ｅ）ＡＣＭ（雰囲気制御部材）は支持部材、例えば金属格子によって支持され、支持
部材はガスを十分に透過するので、ＡＣＭの有効面積を小さくする以外にＡＣＭにほとん
ど影響を及ぼすことがない。例えば、ＡＣＭは、２つのこのような支持部材の間に挟むこ
とができる。支持部材は、容器内部の圧力と容器外部の圧力との差を非常に大きくして、
ＡＣＭ（雰囲気制御部材）が圧力差によって変形してしまう現象を回避する場合に特に有
用である。好適には、圧力差は小さい、例えば０．３水柱インチ未満である。
【００４１】
　或る実施形態では、第１ＡＣＭ及び／又は第２ＡＣＭはアセンブリの一部分であり、こ
のアセンブリは、（１）ガス流入口と、（２）ガス流出口と、そして（３）ＡＣＭを含む
壁とを有するチャンバを備える。アセンブリは、例えば容器とは別に構成することができ
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、その後呼吸をする生物材料を容器に収容する前、収容している間、または収容した後に
所定の位置に配置することができる。使用状態では、流入口は導管によって一つ以上のガ
ス供給源に接続され、そして流出口は導管によって適切なガス処理手段（多くの場合、単
純に雰囲気）に接続される。任意であるが、これらの導管の幾つか、または全てが事前組
立てアセンブリの一部分である。他のいずれかの必要な導管は、アセンブリを容器に収容
する前に、またはアセンブリを容器に隣接して配置する前に容器の一部分とすることがで
き、そして／またはアセンブリを所定の位置に載置した後に取り付けることができる。
【００４２】
　アセンブリはいかなる形状を有していてもよい。形状は、例えば一つ以上の金属、木材
、及びポリマー材料により構成される剛性フレームによって適切に画定することができる
。多くの場合、アセンブリをほぼ箱型とする、例えば２つの相対的に大きい寸法によって
定義される２つの大きい面、及びこれらの大きい寸法の内の一つの寸法、及び相対的に小
さい寸法によって定義される４つの小さい面を持つ箱とすると便利である。例えば、これ
らの大きい寸法の各寸法は、０．３～１２ｍ（１～４０ｆｔ（フィート））、例えば２～
６ｍ（６～２０ｆｔ）とし、そして小さい寸法は０．０２～０．５ｍ（１～２０ｉｎ（イ
ンチ））、例えば０．０５～０．２５ｍ（２～９ｉｎ）とすることができる。アセンブリ
の複数の面の内の少なくとも一つの面、例えば箱型アセンブリの大きい方の面の一方の面
または両方の面は、第１ＡＣＭまたは第２ＡＣＭによって覆われる孔を含む。
【００４３】
　アセンブリは容器に永久的に、または半永久的に取り付けることができ、この場合、当
該アセンブリは、呼吸をする生物材料が容器の内部に収容され、または容器から取り出さ
れるときに、当該容器から取り外されることがない。別の構成として、アセンブリは、容
器の密閉が解除された後、かつ呼吸をする生物材料を取り出す前、取り出している間、ま
たは取り出した後に、容器から取り外され、そして呼吸をする生物材料を容器に収容する
前、収容している間、または収容した後に、元の容器の内部にまたは第２容器に収容する
ことにより、後で再利用されるアセンブリとすることができる。このようにして、雰囲気
制御を必要としない物品を出荷するために使用されてきた容器を降ろし、次に別の輸送に
使用して、出荷中の雰囲気制御を必要とする呼吸をする生物材料、または他の物品を出荷
することができる。
【００４４】
図の説明
　図１及び２は、容器１及び関連するアセンブリ３１を示している。図１では、アセンブ
リ３１は容器１とは別に設けられ、そして第１ＡＣＭ３２、第２ＡＣＭ３３、流入口３４
、及び流出口３５を備える。流入口３４は容器１に、ポンプ３４２を含む導管３４１によ
って接続される。流出口３５は容器１に導管３５１によって接続される。図２では、アセ
ンブリは容器１の内部に収容され、当該アセンブリによって容器の内部が容積１１及び１
２にそれぞれ分割される。アセンブリの対向壁の内の一方の壁は、第１ＡＣＭ３２の部分
３２１、及び第２ＡＣＭの部分３３１を含み、そして対向壁の内の他方の壁は、第１ＡＣ
Ｍの部分３２２、及び第２ＡＣＭの部分３３２を含む。空気または他の所望の雰囲気は、
アセンブリの対向壁の間に位置し、かつアセンブリの対向壁の間を流れるようにすること
ができる。
【００４５】
　本発明は、例えばアスパラガス、アボカド、ブロッコリ、カンタロープメロン、サクラ
ンボ、マンゴー、及びパパイヤを含む広い範囲の種類の、呼吸をする生物材料の保管に有
用である。適切な材料として、エチレンまたは別の熟成促進剤に曝露されると熟成する（
または、例えばかんきつ類の果実、クロロフィル異化産物の場合には、他の変化が生じる
）広い範囲の種類の果物を含み、これらの果物として、例えばリンゴ、アプリコット、ア
ボカド、バナナ、ブルーベリー、チェリモヤ、ナツメヤシ、イチジク、キーウィ、マンゴ
ー、メロン、桃、パパイヤ、西洋ナシ、コショウ、柿、及び西洋スモモ（これらの果物の
全ては熟すとエチレンによって呼吸量が一時的に増える）だけでなく、サクランボ、ブド
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ウ、レモン、オレンジ、トマト、及びイチゴを挙げることができる。本発明の或る態様は
、商業的な規模で、エチレンを発生しながら熟成する加工室で熟させる果物、例えばアボ
カド、バナナ、バートレット梨、キーウィ、マンゴー、メロン、コショウ、及びトマトに
特に有用である。本発明はバナナの保管に特に有用である。なぜなら、本発明によって、
バナナの熟成度（バナナを初めて包装するときの緑色状態からバナナが小売店で販売され
る状態まで）を、呼吸量の変化、出荷時期、及び小売販売所の要求に従って制御すること
が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の第３の好適な態様によるコンテナの平面図である。
【図２】本発明の第３の好適な態様によるコンテナの平面図である。

【図１】

【図２】



(15) JP 4937259 B2 2012.5.23

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０８－１７３０２５（ＪＰ，Ａ）
              英国特許出願公開第０２２４６１０７（ＧＢ，Ａ）
              特開昭５９－０８２０１６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０３－１２３４１４（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６３－２４８６９１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０４－３４６７７４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A23B


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

